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本活動報告（要覧）は，共同利用・共同研究拠点である「科学技術創成研究院 フロンティア材料研究所」

の 2019 年度（2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日）の活動の主要部分をまとめたものです。

当研究所は，2016 年 4 月 1 日の東京工業大学研究改革により，旧 応用セラミックス研究所からフロンティ

ア材料研究所に再編いたしました。この際，応用セラミックス研究所の建築材料分野が未来産業技術研究所

に移り，一方で未来産業技術研究所の金属材料分野をとりこむことで，セラミックスの研究所から，「多様な

元素から構成される無機材料を中心として，有機・金属材料などの広範な物質・材料系との融合を通じて革

新的物性・機能を有する材料を創製し，これらの材料に関する新しい学理を探究し，社会の諸問題の解決に

寄与する」ことをミッションとするフロンティア材料研究所となりました。

一方で，共同利用・共同研究拠点「先端無機材料共同研究拠点」は，セラミックスと建築材料分野という，

無機材料を基盤としながらも異なる研究分野で相補的な分野をカバーするところに特色があります。上記の

ように研究所は再編いたしましたが，建築分野の教員も引き続きフロンティア材料研究所を担当（兼任）し，

本共同利用・共同研究拠点として社会に貢献していく体制となっています。本要覧をご高覧いただき，これ

までの当研究所の活動に対してご意見などをお寄せいただければ幸いです。

無機材料系分野では，セラミックス材料の科学から応用までを広く扱う日本発の国際会議として先進セラ

ミックス国際会議 （STAC―International Conference on Science and Technology for Advanced Ceramics） を開催し

てきており，次回 STAC-12 を 2020 年 7 月に開催する予定で準備を進めていましたが，新型コロナ禍に対す

る対応から延期となりました。現在，来年度開催できるように準備を継続しています。

一方，建築分野の研究者グループは，大型建設物の膨大な重量を支える構造部材の耐震性能検証施設の検

討を行っています。日本学術会議マスタープランへの応募など社会に大型実験施設の必要性を唱える活動も

行っており，その一歩として 2017 年には，「大規模都市建築における日常から災害時まで安心して社会活動

が継続できる技術の創出に関する研究開発」（研究成果展開事業　産学共創プラットフォーム共同研究推進プ

ログラム（OPERA））を獲得し，5 年間の開発研究を始めました。書籍の出版や学会のパネルディスカッショ

ン等を通じて研究者・技術者・設計者の意見の把握につとめ，当該分野におけるレジリエンスという概念の

理解の深化と共有化に取り組みました。

本研究所では 2005 年より若手教員の研究及び共同利用研究の奨励を目的として，「応用セラミックス研究

所長賞」を実施しておりましたが，2014 年度より賞の名称を「応用セラミックス研究所学術賞」，2016 年度

より「フロンティア材料研究所学術賞」に改め，引き続き共同利用研究の奨励と助成を行っています。2019

年度は研究業績部門で坂井悦郎特任教授（東京工業大学），また研究奨励部門で鹿野豊特任准教授（慶應義塾
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大学），野瀬嘉太郎准教授（京都大学），安井伸太郎助教（東京工業大学）を受賞者として選考し，2019 年 6

月 19 日に授与式と受賞記念講演を開催しました。

また，本研究所教員の受賞に関しては大場教授・熊谷准教授が応用物理学会解説論文賞，細田教授が日本

金属学会功労賞（学術部門）と日本金属学会「増本量賞」，笹川准教授が井上学術賞を受賞しました。また神

谷教授と若井教授が日本セラミックス協会フェローに選出されました。その他，所内の多数の教員・学生が

受賞の栄誉を受けました。

人事に関しては，研究所の特色として，流動性が高いことが挙げられます。2019 年 4 月 1 日には山本隆文

准教授，Phan Trong Tue 助教，気谷卓助教，小原拓助教，6 月 1 日には熊谷悠准教授，2020 年 2 月 1 日には

邱琬婷助教が着任しました。一方，2020 年 3 月 31 日には伊藤満教授が定年退職され，山田哲教授が東京大

学へ転出されました。

上述のとおり，フロンティア材料研究所は応用セラミックス研究所を引き継ぎ，第 3 期中期計画において

も共同利用・共同研究拠点，先端無機材料共同研究拠点として大学の枠を超えた全国の関連分野の研究者コ

ミュニティとの共同研究，さらには国際共同研究のハブとしての機能を果たし，この研究分野の学術発展を

先導してまいります。引き続き，当該分野のコミュニティの発展のために貢献いたす所存ですので，今後と

も研究所内外の皆様からのご支援・ご協力をお願い申し上げます。


